
2023.3.21

TU
E 13:30

-16:15
AT    SHIBUYA HIKARIE 8/COURT

S
ID

E: ED
U

C
A

TIO
N

SIDE: EDUCATION

2023.3.21
AT    SHIBUYA HIKARIE 8/COURT

SIDE: EDUCATION



S
ID

E
: E

D
U

C
A

T
IO

N

INFOR-
MATION

SPEAKERS「海と人とを学びでつなぐ」をテーマに、海洋教育とデザイン
を融合し、実践的なプログラムを提供する一般社団法人
3710Lab（みなとラボ・代表理事：田口康大）は、3月21日（祝）、
渋谷ヒカリエ 8/COURTにて「国際海洋環境デザイン会議 

Side: Education」を開催します。
本会議は、昨年7月に開催された「第一回国際海洋デザイン会
議」の教育特集として、2022年度にみなとラボが日本各地の
教育の場や自治体、デザイナーたちと行った海洋デザイン教
育のワークショップの事例を紹介します。
またプロダクトデザイナーの深澤直人、倉本仁、コンテンポラ
リーデザインスタジオwe+を迎え、2023年度よりスタートす
るプロジェクト計画として海洋環境デザインスクール構想に
ついて発表します。

13:00 開場

13:30 開演　みなとラボについて活動報告

13:50  海洋デザイン教育実施報告①
 ［自分のまちの『おさんぽBINGO』を作ろうプロジェクト］
 「暮らしと海とのつながりを探るデザインの仕掛け」
 ―笠原千昌（サン・アド）

14:15 海洋デザイン教育実施報告②［海とごみと高校生］
 トークセッション「終わらない問題にデザインは何ができるのか」
 ―長崎県立長崎東高校 プラスチッくじら× we+

14:45 海洋環境デザインスクール構想について

14:55 スクール構想プログラム①［海洋デザインキャンプ］
 ―倉本仁

15:15 スクール構想プログラム②［海洋資源で焼きものをつくる］
 ―we+

15:35 トーク「デザインと科学で海と生きる」
 ―深澤直人　　ファシリテーター：佐藤久美子（3710Lab）

2023年3月21日（火・祝）

13:30-16:15（13:00開場）

渋谷ヒカリエ 8/COURT（東京都渋谷区渋谷2-21-1  8F）

無料、入場定員100名（着席）
※事前申し込み制となります。下記リンクよりお申し込みください。

https://bit.ly/3IPQJGq

笠原千昌　かさはら・ちあき
広告制作会社、株式会社サン・アドのコ
ピーライター、クリエイティブ・ディレ
クター。コンセプ トメイクをはじめコ
ピーライティング、ブランディング、な
どを手がける。「ひと」と「ひと」とをつな
げるコミュニケーションを基本に、言葉
やアイディアで携わる。

長崎県立長崎東高校
プラスチッくじら
小倉 葵、坂本ひなた、筑紫莉里花、堀川咲
希子による海洋ごみに関する活動チー
ム。授業の一環で、地元・長崎の海をき
れいに保つため、海洋ごみ問題の現状を
伝えたいと活動を開始。

we+
林登志也　安藤北斗　関口愛理
リサーチと実験に立脚した手法で、新た
な視点と価値をかたちにするコンテン
ポラリーデザインスタジオ。コミッショ
ンワーク、ブランディング、プロダクト
開発、空間デザインなど、さまざまな企
業や組織のプロジェクトを手掛ける。

倉本仁　くらもと・じん
プロダクトデザイナー。2008年に東京目
黒にJIN KURAMOTO STUDIOを開設。プロ
ジェクトのコンセプトやストーリーを
明快な造形表現で伝えるアプローチで
家具、家電製品、 アイウェアから自動車
まで多彩なジャンルのデザイン開発に
携わる。

深澤直人　ふかさわ・なおと
プロダクトデザイナー。セイコーエプソ
ン、ID Two（現IDEOサンフランシスコ）、IDEO 

東京オフィス立ち上げを経て、2003年に
NAOTO FUKASAWA DESIGNを設立。人の
想いを可視化する静かで力のあるデザ
インや思想に定評があり、国際的な企業
のデザインを多数手掛ける。

田口康大　たぐち・こうだい
3710Lab代表理事。教育学・教育人間学
を専門とし、人間と教育との関係につい
て学際的に実践研究を行っている。東京
大学大学院教育学研究科附属海洋教育
センター特任講師。

佐藤久美子　さとう・くみこ
3710Labディレクター。「エル・デコ」の
編集担当後、独立。フリーランスエディ
ターとしてデザイン・建築系の媒体で
活動している。

主催：3710Lab（みなとラボ）　助成：日本財団
お問い合わせ：3710Lab  info@3710lab.com

※敬称略・登壇順


